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「新型コロナウイルス感染症」感染拡大予防に〝新しい生活様式〟を
浪江町閉校小学校施設利活用事業公募型プロポーザル
８月１日㈯「道の駅なみえ」がオープン
みんなでともに乗り越えよう／子育て広場
法律知識
まち・なみ・まるしぇ「お客様大感謝祭」
ゆるキャラグランプリ ラストチャレンジ
まちの話題／なみえ創成通信
保健だより
情報ぴっくあっぷ
浪江のこころ通信
連絡先一覧／こどもの笑顔フォトコンテスト

今月の表紙〝復興のシンボル〟完成間近  浪江につち音響く
（５月29日  道の駅なみえ）

「新型コロナウイルス感染症」の
感染拡大予防にご協力をお願いします

「３つの密」を避け
日常生活に

「新しい生活様式」を

………………………………………
……………………………………………
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　　公募の経過
①募集期間　３月６日～31日
②応募状況　幾世橋小学校…応募１者
　　　　　　大堀小学校……応募２者（１者は幾世橋小学校の応募者と同一）
③応募後の動き
・・５月11日に、幾世橋・大堀小学校の利用に応募していた１者からの辞退届を
受理しました。
・事業提案書提出期限（５月15日）までに、大堀小学校の利用に応募していた
残りの１者からの事業提案書の提出はありませんでした。

④公募の結果
・上記により、今回の公募が不成立となり、他の町立小・中学校と同様に解体す
ることとなりました。

　　審査委員会の開催経過
公募型プロポーザル方式で施設を売却するにあたり、審査を公正かつ客観的に行
い、企画力、技術力および事業の確実性などを有する事業者を選定するため、「浪
江町閉校小学校施設利活用事業公募型プロポーザル審査委員会」を設置しました。
①第１回審査委員会（２月28日）

委員を委嘱後、公募内容、審査基準およびスケジュールを話し合いました。ま
た、幾世橋・大堀小学校の現地確認を実施しました。
②第２回審査委員会
「新型コロナウイルス感染症」に伴う緊急事態宣言が発令されたことを受け、書
面での開催となりました。審査の進め方や評価の方法などについて確認しました。
③第３回審査委員会（５月27日）
　　公募の経過および結果について確認しました。
　　学校の歴史残し

解体することとなった町立小・中学校について、解体前に校舎内外に残され
ている物品などを保存する〝学校の歴史残し〟を進めるとともに、長きにわた
り地域と一緒に歩んできた学校に関する催しを下記のとおり開催します。詳し
くは、町ホームページでお知らせします。皆さんの来校をお待ちしています。
………………………………………………………………………………………
■日時　７月23日（木・祝）・24日（金・祝）・25日（土）　10時～15時
■対象となる学校施設（現地までの移動は各自で対応）
　　　　浪江小学校・幾世橋小学校・大堀小学校・苅野小学校・浪江中学校
■内容　・学校施設内の見学（校舎の状態により一部分のみ開放する場合あり）

・児童・生徒の所有物の返却　・学校物品の譲渡（予定）
………………………………………………………………………………………
※児童・生徒の所有物の返却は、今回が最後となります。催し終了後は、処分
することとなりますので、ご了承ください。
※学校物品の譲渡は、使用してもらうことを前提に譲渡するため、売却目的で
の譲渡は行いません。また、催し当日の譲渡は行いません。当日、対象と
なる学校施設において、担当者の立ち会いの下、譲渡の確認のみを行い、
後日、譲渡することとなります。
※学校敷地内に「タイムカプセル」が埋められている可能性があります。掘り
起こしていない「タイムカプセル」がありましたら、学校教育係まで連絡して
ください。

「浪江町閉校小学校施設利活用事業公募型
プロポーザル」の結果をお知らせします

町は、閉校が予定されている学校施設の在り方について、令和元年11月21日に受理した「浪江町立学校校
舎等検討委員会」の答申や、町民を対象とした意見公募などを踏まえ、浪江・幾世橋・大堀・苅野小学校お
よび浪江中学校について検討を進めてきました。なお、なみえ創成小学校・中学校（旧浪江東中学校）、震災
遺構としての活用が決定している請戸小学校、帰還困難区域にある津島小学校、津島中学校は除いています。
最終的な結論としては、東日本大震災による被害や老朽化などにより活用が難しいことから、やむを得ず

解体することとし、比較的新しい幾世橋・大堀小学校の校舎については、民間事業者への売却による施設利
活用の可能性を確認するため、民間事業者が保有する技術や資金を活用した地域活性化につながる事業計画
を広く募集してきました。このたびは、募集結果や今後の方針などについてお知らせします。

浪江中学校

《閉校小学校施設利活用事業公募型プロポーザルについて》　  企画財政課財政管財係　　0240（34）0237
《学校の歴史残しについて》　  教育委員会事務局学校教育係　　0240（34）5710

苅野小学校

大堀小学校

幾世橋小学校

浪江小学校

解体になる
町立小・中学校
解体になる

町立小・中学校
解体になる

町立小・中学校
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「新型コロナウイルス感染症」　　　　　
感染拡大予防に〝新しい生活様式〟を
全国的に「新型コロナウイルス感染症」の新たな感染者数は減少傾向にありますが、
再び感染が拡大する恐れがなくなったわけではありません。今後も「３つの密（換気の
悪い密閉空間・多数が集まる密集場所・間近で会話する密接場面）」を避けるととも
に、小まめな手洗い・〝咳エチケット〟・他の人との距離の確保など、日常生活に〝新し
い生活様式〟を取り入れ、感染対策を継続しましょう。

健康保険課健康係　　0240（34）0249

せき

①日常生活を送る上での基本的な対策
・小まめに手洗い・手指消毒をする。手洗いは
30秒程度かけて丁寧に行う

・マスクの着用など、〝咳エチケット〟を徹底する
・室内では小まめに換気する
・毎朝体温を測り、発熱や風邪の症状がある場合
は無理をせず自宅で療養する

②外出するときの対策
・人との間隔は、できるだけ２メートル（最低１
メートル）空ける
・外出先から帰宅したら手や顔を洗う
・感染が流行している地域への移動は控える

〝新しい生活様式〟を実践しましょう
・帰省や旅行は控えめに。出張はやむを得な
い場合のみとする
③日常生活における各場面での対策
　買物をするときは…
・レジに並ぶときは、前後にスペースをとる
・〝キャッシュレス決済〟を利用する
　公共交通機関を利用するときは…
・会話は控えめにする
・すいている時間を選ぶ
　食事をするときは…
・大皿は避けて、料理は個々に配膳する
・対面ではなく横並びに座る

下記の危険性があります。また世界各国の事例から、子供の重症例は極めて少なく、学校・
幼稚園・保育所における集団感染の発生もほとんどないことが明らかになっています。
・マスクで呼吸がしにくくなり、心臓への負担が増える
・マスクで熱がこもり、熱中症の危険性が高まる
・顔色や表情の変化など、体調の異変に気付きにくくなる

２歳未満の子供へのマスクの使用はやめましょう

〝自粛生活〟による疲れ、休業要請による仕事の不安などで、ストレスが蓄積している人が
少なくないようです。心身の不調や生活の不安に悩んでいるときは、一人で抱え込まずに相談
してください。
「こころの健康相談統一ダイヤル」………………………　  0570（064）556
　（電話をかけた所在地の公的な相談機関につながります。）
「よりそいホットライン」…………………………………　  0120（279）338
　　※福島県・宮城県・岩手県からかける場合 ………　  0120（279）226
　（様々な悩みについて専門の相談員が対応します。）
「新型コロナウイルス感染症関連SNS心の相談」………　  https://lifelinksns.net/
　（チャット（文字を入力して会話を交わす）形式で対応します。）　
「こころの耳」………………………………………………　  https://kokoro.mhlw.go.jp/
　（メンタルヘルスの基礎知識や心の悩みの相談窓口など、幅広い情報が掲載されています。）

〝心のバランス〟を崩していませんか？

・

・

・

・
・ ・

解体になる
町立小・中学校
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駐車場
（小型車103台）

駐車場
（身障者・妊婦用３台）

国道114号

国
道
６
号

請戸川

駐車場
（大型車22台）

道の駅なみえ

請戸川

道の駅なみえ

至浪江ＩＣ

請戸川 至
南
相
馬
市

J
R
常
磐
線

浪江町役場●

セブン
イレブン●

●中央公園

●

浪江町地域
スポーツセンター

●
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店

至
い
わ
き
市

浪江駅

道の駅
なみえ

フードコート焼きたてパン工房
　ほのかに香ばしいパンの香りが漂
う工房には、様々な具材を挟んだ
コッペパンや、〝なみえ焼そばパン〟
をはじめとした総菜パンが並びます。
工房キャラクター「ぽっぽ」
がお待ちしています。

　浪江町産の新鮮な野菜や海産
物のほか、ここでしか買えない
オリジナル商品や、町民の皆さ
んが手掛けた民芸品など、〝浪
江の魅力〟がたくさん詰め込ま
れた空間です。

　請戸漁港で水揚げされた新鮮
な海産物を使った料理やなみえ
焼そばなど、〝浪江のグルメ〟を
堪能できます。ガラス張りの開
放的な空間で、天気が良ければ、
テラスで食事も楽しめます。

交流ひろば
　施設前面に広がる
交流ひろばでは、各
種イベントの開催を
予定しています。

　浪江町イメージアッ
プキャラクター「うけ
どん」の〝たまごボー
ロ〟が誕生しました。
一粒一粒に「うけどん」
がプリントされていま
す。来町記念にいかが
でしょうか。

問 産業振興課商工労働係　℡ 0240（34）0247

キッズ
スペース

郷土料理
研修室

女子
トイレ

男子
トイレ

大会議室

地域観光情報
発信室

産地直売所

交流
サロン

焼きたて
パン工房

談話
コーナー

フードコート

キッズスペース
　安全な環境で子供が遊
べるキッズスペースを設
置する予定です。室内遊
びの中で、自然に「幼児
期に身につけておきたい
36の基本動作」につな
がる遊具などを導入予定
です。

産地直売所

「道の駅なみえ」
　　　　　　オリジナル土産

PIC
K U
P!!

交流ひろば

アクセス  　 常磐自動車道 浪江ＩＣから車で約10分
　　　　  　 ＪＲ常磐線 浪江駅から徒歩約15分

メイン
エントランス
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　浪江町の〝復興のシンボル〟として８月１日㈯にオープンする「道の駅なみ
え」は、町民同士をつなぐ交流施設、町民の日常生活を支える商業施設など
を有するほか、観光客を迎え入れる玄関口として町の魅力を伝える情報発信
機能も備える大型複合施設です。また、施設中央に位置する「地域観光情報
発信室」では、道路情報をはじめ、地域の観光情報、被災経験や復興の現状
など、〝浪江町の今〟が分かる豊富な情報を提供します。

施　設　概　要

 ● 施設名称：道の駅なみえ
 ● 所 在 地：福島県双葉郡浪江町大字幾世橋字知命寺60
 ● 営業時間：９時～18時（予定）
 ● 管理・運営：一般社団法人まちづくりなみえ
 ● 駐 車 場：128台(大型車：22台、小型車：103台、
　　　　　　　身障者・妊婦用：3台)（24時間利用可能)
 ● ト イ レ：男性用 (小)８(大)洋７(大型ブース１)
　　　　　　　女性用 洋27(大型ブース１、多機能トイレ１)
　　　　　　　(一部、24時間利用可能)
 ● 公共施設：大会議室、談話コーナー、
　　　　　　　交流サロン、郷土料理研修室など

 ● 登 録 日：令和２年３月13日
　　　　　　（福島県34番目の
　　　　　　「道の駅」として登録）

景観との調和に配慮
　「道の駅なみえ」は、令和３年１月にグランドオープンを予定している「地場産品販売施設」
を合わせると、（旧）１町５村が合併して誕生した浪江町をイメージした、６枚に連なる屋根を
擁します。背景の山並みとの調和に配慮した建物は、町を南北に貫く国道６号や、浪江町と
福島市を結ぶ国道114号を走る車窓から、その角度により様々な表情の変化を見せます。
　また、建物の外壁の一部には、国指定の伝統的工芸品「大堀相馬焼」の陶板タイルを使用
し、浪江町の雄大な自然と美しく澄んだ空や、町の花「コスモス」のイメージを描き出して
います。
　さらに、国道114号沿いにツツジやハナモモを、請戸川沿いにはジンダイアケボノザクラ
を植栽するなど、色とりどりの花を楽しむことができるとともに、自然に溶け込む空間づく
りを心掛けています。

浪江の海と山をイメージして
　「道の駅なみえ」のイメージを形にしたロゴは、海と山に囲まれた浪江町をモチーフにして
います。
　「道の駅」部分には、町の西部に連なる山々を、「なみえ」部分には、東部に見渡す限り広
がる海の波を組み合わせ、外側を囲む半円は、海から望む日の出をイメージしています。
　また、町の中央を流れる請戸川などでサケが遡上することから、「駅」の部分に「サケ」を
描いた旗を、山頂に掲げています。

８
月
１
日
㈯
「
道
の
駅
な
み
え
」が
オ
ー
プ
ン

そじょう
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発熱の症状がある従業員を自宅待機させた場合、賃金を支払
う必要はあるのか。また、有給休暇を取得させられるのか。

　　　「新型コロナウイルス感染症」についての相談です。
私は不動産業を営んでおり、雇用している従業員に、発熱の症状が

ある人がいます。その従業員は、「帰国者・接触者相談センター」に
相談しましたが、「ＰＣＲ検査（※）」は必要ないと言われたようです。
そのため、「新型コロナウイルス」に感染していると診断はされてい
ません。しかし、私としては、２～３週間ほど自宅待機をさせて様子
を見たいと考えています。自宅待機をさせた場合、その期間の賃金の支払いをする必要はあ
りますか。また、賃金を支払う必要があるのであれば、自宅待機をさせている間、強制的に
有給休暇を取得させたいのですが、可能でしょうか。

No.42
日常生活の中で起こる可能性のある様々な事例に対して、

法律に基づいた対応策を紹介します。

　
発

Q

労働基準法において、「使用者の責に帰すべき事由による休業の場合、使用者は、休業している労
働者に対して、休業期間中、平均賃金の60パーセント以上の手当を支払わなければならない」として
います。そして、〝天災事変〟などの不可抗力以外の事由で使用者が労働者を休業させた場合、使用者
の責に帰すべき事由による休業となると考えられています。
今回の場合、発熱の症状があった従業員は、「帰国者・接触者相談センター」に相談の上、「ＰＣＲ

検査」は必要ないと判断されており、「新型コロナウイルス」に感染している可能性は低いと考えら
れます。そのような状況であるにもかかわらず、使用者が労働者を休業させた場合、この休業は不可
抗力によるものではなく、使用者の自主的な判断でなされたものであると判断される可能性が高いと
考えられます。したがって、休業させた従業員に対して、休業期間中、平均賃金の60パーセント以上
の手当を支払わなければならないとされる可能性が高いと考えられます。
なお、労働者に対して休業手当を支払った事業主に対しては、国から「雇用調整助成金」が支給さ

れる可能性があります。売上が一定程度減少しているなど様々な要件があり、休業手当を支払うだけ
で助成金の対象となるわけではありませんが、「新型コロナウイルス」に関連する場合については、
要件が緩和されるなど特例措置が設けられているので、都道府県労働局や各地の公共職業安定所（ハ
ローワーク）に相談してみてはいかがでしょうか。
次に、有給休暇を強制的に取得させることについてです。有給休暇を取得するかどうかについては

労働者が自由に決めることができることになっています。使用者が労働者に有給休暇を取得させるこ
とはできません。したがって、従業員を自宅待機させた日について、有給休暇を取得したものとして
扱うことはできません。

A

いつか役に立つ

法 律 識知
弁護士　大橋　征平

総務課　主幹
（所属：福島県弁護士会）

※ polymerase chain reaction（ポリメラーゼ連鎖反応）検査の略。
　「新型コロナウイルス感染症」の診断に有効とされる検査です。
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広報なみえ４月号で、「ぽかぽかテラス」の年間予定をお知らせしましたが、「新型コロナウイルス感染
症」の拡大防止のため、第１・第２回は開催を中止しました。
今月は、感染対策・感染防止を心掛けながら、「ぽかぽかテラス」を実施します。

第３回 子育てサロン「ぽかぽかテラス」のご案内

子育てサロン
「ぽかぽかテラス」のご案内

　・　浪江にじいろこども園　　 0240（25）8619

●日　　時　７月15日（水）
　　　　　　10時～11時30分
●場　　所　なみえ創成クラブハウス
●申込方法　７月13日（月）までに申し込んで
　　　　　　ください。
※状況により、中止する場合があります。

●内　容　
10時～10時50分
親子ヨガ「お子さんと一緒に体を動かしながら、
育児で疲れた体をリフレッシュ」
10時50分～11時30分
町の保育教諭や保護者同士の「ふれあいタイム」
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東日本大震災が発生した平成
23年から始まり、10年目を迎
えた「ゆるキャラ®グランプ

リ」は、今年で最後の開催となります。
昨年、初挑戦した「うけどん」は、〝全国
35位、福島県内１位〟に輝き、県内外に多
くのファンを増やすことができました。たく
さんの応援ありがとうございました。
「うけどん」は、浪江町のイメージアップ
を図るため、様々なイベントに登場したり、
町の復興の現状や元気な様子をたくさんの人
にお届けするため、積極的に情報発信を行っ
たり、一生懸命頑張っています。
今年もぜひ、応援よろしくお願いします。

企画財政課情報統計係　　0240（34）0241

投　票　方　法

QRコードを読み込む
投票に必要な「投票用ID」を登録
するためのページにつながります。
「ID登録をする」をクリック
　　空メールを送る
※返信が届くまでに時間がかかることがあ
ります。
※迷惑メールに振り分けられることがある
ので注意してください。

　　届いたメールからパスワードを設定
パスワードを設定すれば「ID登録」完了
　　メールアドレスとパスワードで投票
毎日１回、投票することができます。

1

2

3

4

ゆるキャラ®グラン
プリは、

皆さんからの

　「投票」によって、
　　  順位が決まり

ます。

ゆるキャラ®グランプリ2020
　 https://www.yurugp.jp/

ID登録ページ

エントリー
No.18
うけどん

投票
開始 7月1日（水）10時 ▼

投票
終了 9月25日（金）18時

ラストチャ
レンジ！

ラストチャ
レンジ！

ラストチャ
レンジ！

上位を目指
して

　　町をさ
らに元気に

！上位を目指
して

　　町をさ
らに元気に

！上位を目指
して

　　町をさ
らに元気に

！

第1弾 ７月13日（月）～19日（日） 第2弾 ７月20日（月）～26日（日）
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ラストチャ
レンジ！

上位を目指
して

　　町をさ
らに元気に

！

産業振興課商工労働係　　0240（34）0247

「まち・なみ・まるしぇ」は、町の一部避難指示解除に合わせ、町内に戻った町民の皆さんに憩いの場を提供す
ることを主な目的に、平成28年10月に完成。その後、震災前のにぎわいを取り戻すため、平成29年１月から毎
月第２土・日曜日に「まるしぇの日」を開催し、これまでに多くの人が来場しました。
「まち・なみ・まるしぇ」のオープンから約４年、令和２年５月時点で町内事業者数が150を超えるなど、町に
少しずつにぎわいが戻りつつあります。町では、さらなるにぎわいの創出を目指し、８月から「まち・なみ・まる
しぇ」の機能を見直し、「事業者支援」のための施設として新たに活用していきます。

「海鮮和食処くろさか」黒坂さん
何もない状態から始まって、浪江の飲食業

の〝第一線〟を担ってきました。今では色々な
お店ができ、「まち・なみ・まるしぇ」の目標
を達成できたと感じています。個人としては、
町内で新たにお店を始めます。これからもよろ
しくお願いします。

「浪江焼麺太国アンテナショップ」浅見さん
町内で「なみえ焼そば」を出すお店がないこ

とから、ここで店を出そうと決断しました。今
まで多くの皆さんに「なみえ焼そば」を味わっ
ていただき感謝しています。町内で商売ができ
るというモデルケースにもなったと思います。
引き続き、多くの皆さんに来ていただきますよ
うお願いします。

「ミッセなみえ」
金澤さんとパートの皆さん

まだまだやります。お待ちしています。

「リラクア」松原さん
お店に立ち寄った皆さんから「浪江はやはり

いいところ…」そんな〝生の声〟を聞けたのが一
番の喜びです。不安ばかりでしたが、買物がで
きる場所があるという小さな安心感を感じても
らえたらうれしく思います。人と人との関わり
の大切さを実感しただけでなく、町づくりに少
しでも関われたことに感謝しています。

「キッチン・グランマ」渡邊さん
使命は果たせたのではないかと思います。今

後は若い皆さんへバトンタッチしたいと考えて
います。この３年間、人の優しさやすごさをま
ざまざと感じることができました。つらいと
き、苦しいときもありましたが、スタッフが浪
江のために頑張ってくれました。試行錯誤で何
かに取り組む楽しさも感じました。

　「カフェ コスモス」髙野さん
あっという間の３年間でした。最初の頃は

体力的にも、通うのも大変で
した。そんななかでも仕事は
楽しく、懐かしい顔に会える
うれしさや自分の好きなこと
ができて楽しかったです。多
くの皆さんに支えていただき、
とても感謝しています。またど
こかでお会いしましょう。

「ウォッシュキャンプ浪江」吉田さん
微力ながら、こ

の３年間、少しでも
皆さんのお役に立て
たならうれしく思い
ます。
これまで「まる

しぇの日」にご来場
いただいた皆さんに
感謝しています。

「渡辺政雄家具店ホームセンター部」渡邉さん
〝特例宿泊〟を進めている段階の頃に店をオー
プンして３年が経ちました。事業を再開したお
店が増え、あの頃と比べると町はとても活気づ
いてきたと思います。この施設の役目もここで
一段落です。これまでの感謝の気持ちを込め、
〝出血大サービスセール〟を開催します。皆さん
のお越しをお待ちしています。

「せんたくじゃぶじゃぶ」下河邉さん
〝町をなんとかしなければ〟という思いで、

「まるしぇ」の皆さんと協力してここまでやって
くることができました。感謝するとともにうれ
しく思います。店も増えて役目は果たせたと感
じています。これからの浪江町を多くの若い世
代に託したいです。〝若い世代の皆さんがもっと
活躍する町になったらいいな〟と思っています。

「まち・なみ・まるしぇ」を支えてきた事業者の皆さんの声

期間中、1,000円以上（合算可）の購入
者に「自転車のかごにぴったり！うけど
んエコバッグ」をプレゼントします。

※詳しくは、今月号同封のチラシをご確認ください。
※「７月のまるしぇの日」は、「新型コロナウイルス感染症」の拡大防止のため中止します。

「お客様大感謝祭」を開催します！
第1弾 ７月13日（月）～19日（日）第1弾 ７月13日（月）～19日（日）第1弾 ７月13日（月）～19日（日）

期間中、1,000円以上（合算可）の購入者は
「くじ引」に挑戦できます。
豪華景品を用意してお待ちしています。

第2弾 ７月20日（月）～26日（日）第2弾 ７月20日（月）～26日（日）第2弾 ７月20日（月）～26日（日）
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◆ ◆

厳粛な雰囲気の中で

小・中学校が
   再開！

次代の担い手が田植えに参加（藤橋地区） 豊作を願い 協力して作業（酒田地区）

作業が進むにつれ緑に染まる（苅宿地区）
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　0240（34）0249
　健康保険課健康係�������	
�����

���������	
����

�������	
������

��������	
�����

��������	
�����

�������	
���������

�������	
����
�

�������	
����������	�

�������	
������������

�������	
������������

��������	
�����������

�������	�
�

���������

�������	
�����������

�������	
����������

������

��������	�

�����

�������	
�����������

��������	
����������

�������	�
����������

�������	
�����������

�������	
������

��������	�

�������	
�����������

�������	
���

��������	
���

��������	
���

�������	
����

����

��������
����

�������	
������������

�������	
������������

�������	
������������

�������	
����������
�

�������	
����

�������	
�������	
��

�������	�
���
�������

�������	
��������	
��

�������	
����������

����

�������	
������������

�������	
��������	���

�������	
�����������

�������	
����������

�������	
��������	�

�������	
����

�����

�������	
��	��������

�������	�

�����

������������

�������	
��
�������

�������	
��������

�������	
������

���������	
���������

���������	
����������

�������	
���������

�������	
���������

�������	
���

����

��������	
����������

������

��������	
����

�����

�������������

�������

�������	�

���������

�������	�

����

�������	
��
�������	
��

�������	�

中学生５人が、総合的な学習の時間に
「なみえあるものさがし」に出掛けま
した。学習のテーマづくりの一環とし
て、町内の施設を見学しました。

◆ ◆

なみえ創成小学校・中学校の今を伝える

なみえ創成通信
学校の基本理念　子どもたちの生きる力と夢を育み、地域の未来を切り拓く学校

なみえ創成なみえ創成小学校・中学校ブログ 検索

なみえ創成小学校　　0240（23）5335　　なみえ創成中学校　　0240（23）5336

小学校・中学校ともに、「新型コロナウイルス感染症」の拡大防止のため、４月
21日から臨時休業を実施していましたが、５月25日に再開しました。
子供たちは、久しぶりに再会した友達とともに、待ち望んでいた学校生活を生

き生きと楽しく過ごしています。

「チームなみえＧ＆Ｂ」をはじめ地域
の皆さんの協力の下、校庭の花壇の植
栽を行いました。様々な〝夏の花〟が、
きれいに咲いています。

小学校１年生が「学校探検」をしまし
た。初めて入った校長室には、珍しい
ものがたくさん置いてあり、校長先生
にたくさん質問していました。

厳粛な雰囲気の中で

小・中学校が
   再開！
小・中学校が
   再開！
小・中学校が
   再開！

５月に入り、町内各所で田植え作業が行われました。
水稲の作付は、一部避難指示解除前の平成26年に、酒田地区で

実証栽培を開始してから、今年で７年目。水稲の作付面積は毎年
少しずつ拡大し、昨年までに６地区において再開し、約27ヘク
タールにまで増えました。
今年は、新たに南棚塩、西台、田尻地区においても水稲の作付

が再開され、町内全体では、昨年の３倍以上に上る約84ヘクター
ルの作付が予定されています。
昨年、災害復旧が完了したばかりの南棚塩地区の農地では、地

元の協力の下、「福島舞台ファーム株式会社」により、24ヘクター
ルもの水稲作付が行われています。また、苅宿、藤橋、西台地区
では、それぞれ営農組織を結成し、法人化など将来の農業につい
て話し合いが進められているほか、今年は19もの経営体が、自己
所有の農地だけではなく、避難先から戻って農作業ができない人
の農地も含めて、水稲作付に取り組んでいます。
これから夏にかけては、緑色の稲が風にたなびき、秋には、豊

かに実った稲穂で黄金色に染まる田園風景を町内各所で見ること
ができます。

次代の担い手が田植えに参加（藤橋地区）次代の担い手が田植えに参加（藤橋地区）次代の担い手が田植えに参加（藤橋地区）

皆さんの身の回りにある楽しい話題、
いっぷう変わった話題などの情報を募集しています。

　企画財政課情報統計係
0240（34）0241　　

豊作を願い 協力して作業（酒田地区）豊作を願い 協力して作業（酒田地区）豊作を願い 協力して作業（酒田地区）

作業が進むにつれ緑に染まる（苅宿地区）作業が進むにつれ緑に染まる（苅宿地区）作業が進むにつれ緑に染まる（苅宿地区）
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問合せ
申込み
電　話
ファクス
メールアドレス
ホームページアドレス
フリーダイヤル

問

e
FAX

URL

TEL
申

＋ 仮設津島診療所のお医者さん

仮設津島診療所 0243（24）1431

������������������
��������������	����
��
�����������
�����������������
����������������
���������
���������
�����������
�����������������
����������������
���������
���������
�����������
�����������������
����������������
���������
���������
�����������
�����������������
���������
�����������
�����������������
����������������

�������	
����

��������	
����������
�����������
�����������������
���������������������
���������������������	�
�� � �����������������
�������������������������

＋ 浪江診療所 のお医者さん

浪江診療所 0240（23）6173

������������������

��������������	����

������������	
���

��������������������

�����������������

�������������������

������������

�������������	
�����

�����������

●

●

12月４日 土のう製造スタンド 100基

「新型コロナウイルス感染症」
の拡大防止への対応により、掲載
内容が変更されている場合があり
ます。
最新情報については、各記事の
問合せ先に確認をお願いします。

広報の掲載内容についてのお願い
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　平
成
30
年
度
２
学
期
か
ら

２
年
間
、
津
島
小
学
校
の
外

国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

と
し
て
、
英
語
の
指
導
を
担

当
し
た
ウ
ォ
ル
シ
ュ
・
ジ
ェ
ー

ム
ズ
・
パ
ト
リ
ッ
ク
さ
ん
が

退
任
し
ま
し
た
。
長
い
間
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
事
務
局
学
校

教
育
係

０
２
４
０（
34
）５
７
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０
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なみえ新聞 通信

タブレット・アプリ相談ブース タブレット端末の返却は
不要ですタブレットの操作方法だけではなく、スマートフォン

やアプリの使い方、インターネットのセキュリティに関
する不安など、様々な質問・疑問にお答えします。気軽
に来てください。なお、一人ずつ、対面形式で相談に応
じるため、場合によりお待たせすることがあります。

「なみえ新聞」アンケートにご協力を！
「浪江タブレット特別料金プラン」が令和３年３月31日（水）で終了となりますが、「なみえ新聞」は、
引き続き利用できるよう検討しています。
そこで、タブレットやスマートフォンなどで「なみえ新聞」をご覧の皆さんに、利用状況についてア
ンケートを実施します。問いは選択肢のみの簡単な内容です。ぜひご協力ください。

【回答方法】「なみえ新聞」を開き、「なみえ新聞アンケート」から回答してください。
【回答期限】７月20日（月）

平成31年４月１日から、浪江タブ
レットの取扱が、町民の皆さんへの「貸
出」から「配布」に変更されたため、タ
ブレット端末の返却は必要ありません。
なお、不要な場合は、個人情報などを

削除し、お住まいの地域のごみの出し方
に従い、廃棄してください。なお、情報
統計係への返却も可能です。

７月７日（火）　10時～12時
７月20日（月）　13時30分～16時

【日　時】（会場：二本松事務所）

企画財政課情報統計係 0240（34）0241

●特別料金プランを利用している人
浪江町タブレットサポートセンター 0800（919）3287（平日９時～17時15分）

●特別料金プランを利用していない人
浪江町役場企画財政課情報統計係 0240（34）0241（平日８時30分～17時15分）

【タブレットに関する問合せ】

���� �������	�	����
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消防署からのお知らせ

火事と救急は119番
浪江消防署 0240（34）4111
富岡消防署 0240（22）2119

消防署《連絡先》

①ハザードマップで危険箇所を確認
②雨が降り始めたらテレビなどで情報を確認
③豪雨になる前に早めの避難

■非常持ち出し品（懐中電灯、薬、衣類、非常食、飲料水な
ど）は準備していますか？
■アンテナや雨どいなどが、風に飛ばされないよう固定して
いますか？側溝は掃除していますか？
■家族との連絡方法は決めていますか？

命を守る
ための

三つの心得

命を守る
ための
三つの心得

命を守る
ための

三つの心得
●

●

●金山産業株式会社 様（マスク（1,000枚））
●株式会社鈴木酒造店長井蔵 様
（高濃度エタノール製品（500ミリリットル・288本））
●株式会社ウッベル 仙台祥工場 様
（フェイスシールド（100枚））
●コスモス南達会婦人部サークルりんどう 様
（大人用カバーマスク（80枚）大人用立体マスク（45枚）
　 子供用マスク（45枚））

●

寄　贈 ※順不同

12月４日 土のう製造スタンド 100基

�������	
��

������������

�������

�������

������������

������� � � �

����������

�������	
�������

��������	����������������

������������	
���������

��������	
�������
�������	
��

��������	
��
����������������

�������	
����������
�������
�������������	�
��	����	��������	���
�������	
��
������������

������� �	� 
��� ���

���

���������� �� �	
���� � �
��

������������ �� 	
����� � �
��� �

������������ �� 	
����� �
��� ��

���������� �� �	
�������
���

��������������� �� ������� �� � �
������

������������ �� 	
������� �
�� ��

�����
�������	
�

� � � �
�������	�

� ����� ��� 	
�

��������

�������� 	
�� ��  �

�������� 	
�� ��  �

���

�������� 	
�� �� �

�������� ��	� �
 �

�������� ���� �	 �

�������� �	
� �� �

�������� �	
� �� �

�������� �	
� �� �

�������� �	
� �� � �

�������� ��	� �
 � �

�������� 		
� �� �

�������� �	
� �� �

�������� 	
�� �� �



問１
「広報なみえ」は、町の情報を得るためにどのくらい役立っていますか？
　　　　Ａ）おおいに役立っている　　　　　　Ｂ）少しは役立っている
　　　　Ｃ）ほとんど役立たない　　　　　　　Ｄ）まったく役立たない
　　問２
「広報なみえ」以外に、町に関する情報を何から入手していますか？（複数回答可）
　　　　Ａ）新聞やテレビの報道　　　　　　　Ｂ）浪江町ホームページ　　
　　　　Ｃ）なみえ新聞・なみえチャンネル　　Ｄ）家族や友人・知人からの口コミ
　　　　Ｅ）フェイスブックなどのＳＮＳ　　　Ｆ）その他（具体的に）　
　

「広報なみえ」「浪江のこころ通信」を読者の皆さんにとってより良いものとする
ため、アンケートにご協力をお願いいたします。
回答はこのページ下のはがきに記入の上ご返送ください。
（メール（　 namie12030@town.namie.lg.jp）でも受け付けます）

関するアンケートにご協力ください
に

問３
「広報なみえ」にどのような記事・情報が
掲載されているとよいと思いますか？
　　　　　　　　　　　　　　（自由回答）
　　問４
「浪江のこころ通信」は、町民の皆さんや
震災前にふるさとを離れた人、町と関わりが
ある人の思いや暮らしぶりを発信し、浪江町
への思いを共有するために発行を続けていま
す。事務局では、紙面に登場して自身の思い
などを読者と共有してくださる人を募集して
います。協力をお願いできますか？
Ａ）取材に協力してもよい　　
Ｂ）すでに取材を受けたことがあるが、

再取材に協力してもよい
Ｃ）以前に取材を断ったが、いまなら協力

してもよい
Ｄ）取材には協力できない
Ｅ）その他

※「浪江のこころ通信」の取材を受けていた
だける人を探しています。
特段の返信がない場合においても、事務局
から取材への協力依頼の連絡を差し上げる
場合があります。

企画財政課情報統計係　　0240（34）0241
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《広報なみえ／浪江のこころ通信に関するアンケート回答》
（答えのアルファベットに○をしてください。）

問１　Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ 　

問２　Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ　Ｅ　Ｆ

問３　

問４　Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ　Ｅ

お名前：　　　　　　　　　　　　　　（　　　歳）

お電話番号：

　　　　　　　　　　　　　ご協力ありがとうございました。
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取材者：認定特定非営利活動法人市民公益活動パートナーズ　古山・松田
取材日：５月19日

いろいろな人が訪ねてくれる本宮の暮らしは、
気晴らしになっています

◆
本
宮
に
住
ん
で
、
早
や
丸
８
年

あ
の
震
災
当
時
、
夫
は
消
防
団

と
し
て
役
場
の
職
員
さ
ん
と
一
緒
に

町
民
の
皆
さ
ん
の
避
難
を
助
け
て
い

た
た
め
、
私
や
子
供
た
ち
と
は
離
れ

離
れ
で
し
た
。
何
か
所
か
避
難
所
を

転
々
と
し
ま
し
た
が
、
比
較
的
早
く

平
成
23
年
４
月
に
は
、
姉
夫
婦
と
と

も
に
郡
山
市
田
村
町
の
借
上
げ
住
宅

に
入
居
し
、
夫
も
後
か
ら
合
流
し
ま

し
た
。

そ
の
１
年
後
に
は
本
宮
市
に
移

り
、
栃
木
県
に
一
時
避
難
し
て
い
た

義
母
と
夫
と
の
３
人
で
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
こ
の
家
は
、
義
母
に
畑
仕
事

を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
と
、
二

本
松
市
の
浪
江
町
役
場
が
近
か
っ
た

こ
と
が
決
め
手
に
な
り
ま
し
た
。

◆
震
災
前
は
、
二
足
の
わ
ら
じ
を
履

い
て

私
は
調
理
師
と
し
て
学
校
給
食
の

仕
事
に
長
く
関
わ
っ
た
後
、
大
柿
簡

易
郵
便
局
の
局
長
を
12
年
勤
め
ま
し

た
。
一
日
に
わ
ず
か
し
か
訪
れ
る
人

が
い
な
い
郵
便
局
で
し
た
か
ら
、
同

時
に
、
う
ど
ん
・
そ
ば
の
「
マ
ン
マ

や
」
も
営
ん
で
い
ま
し
た
。
母
を
意

味
す
る
マ
ン
マ
と
ご
飯
を
掛
け
た
店

名
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。

　

震
災
の
と
き
は
、
３
月
14
日
に
私

た
ち
が
避
難
す
る
直
前
ま
で
、
町
内

か
ら
避
難
し
て
来
る
人
た
ち
に
食
事

を
出
し
て
い
ま
し
た
。
店
の
従
業
員

の
一
人
は
町
か
ら
３
時
間
半
も
か

か
っ
た
そ
う
で
す
。
避
難
は
津
島

だ
っ
た
の
で
す
が
、
ご
飯
を
炊
い
た

ま
ま
の
鍋
釜
も
持
っ
て
い
っ

て
、
み
ん
な
で
食
べ
ま
し
た

よ
。

◆
誰
で
も
、
い
つ
で
も
気
軽
に

集
ま
れ
る
場
所
を

約
４
年
前
に
こ
の
家
の
古
い

倉
庫
が
壊
れ
た
と
き
に
、
大
家

さ
ん
に
建
替
を
相
談
し
た
ら
、

ど
う
ぞ
と
快
く
言
っ
て
く
だ

さ
っ
た
の
で
、
思
い
切
っ
て
人

が
集
ま
れ
る
場
所
を
つ
く
り
ま

し
た
。
避
難
し
た
人
た
ち
は
、

言
い
た
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
話

せ
る
場
所
が
少
な
い
ん
で
す
。

コ
ス
モ
ス
南
達
会
の
女
性
た

ち
で
「
サ
ー
ク
ル
り
ん
ど
う
」

を
立
ち
上
げ
、
赤
十
字
な
ど
の
助
成

金
申
請
も
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま

す
。
大
玉
村
や
本
宮
市
に
住
む
メ
ン

バ
ー
は
約
10
人
で
、
編
み
物
や
縫
い

物
を
し
な
が
ら
、
自
由
に
お
し
ゃ
べ

り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
十
日
市
祭

で
は
販
売
を
し
、
メ
ン
バ
ー
の
や
り

が
い
も
倍
増
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
１
階
の
車
庫
で
は
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
や
季
節
の
天
ぷ
ら
会
な
ど

を
し
、
男
性
も
交
え
て
、
に
ぎ
や
か

に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

◆
大
震
災
と
原
発
事
故
が
招
い
た
子

供
た
ち
へ
の
影
響
は
、
今
で
も
気

掛
か
り

今
の
暮
ら
し
を
手
放
し
で
は
喜

ん
で
は
い
ま
せ
ん
が
、
４
人
の
子
供

た
ち
は
独
り
立
ち
し
ま
し
た
か
ら
、

つ
か
の
間
の
お
休
み
を
い
た
だ
い
て

い
る
よ
う
な
感
覚
で
す
。
で
も
、
子

供
や
孫
た
ち
が
遠
く
に
離
れ
て
し
ま

い
、
会
い
た
い
と
き
に
会
え
な
い
こ

と
が
悔
し
い
で
す
。
そ
の
上
、
今
年

は
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
高
校

生
と
中
学
生
に
な
る
孫
た
ち
の
入
学

式
や
卒
業
式
に
行
く
こ
と
が
で
き
ず

残
念
で
し
た
。

あ
れ
か
ら
丸
９
年
が
過
ぎ
ま
し

た
が
、
幼
か
っ
た
子
供
た
ち
が
避
難

の
た
め
に
何
度
も
転
校
を
し
て
、
大

人
以
上
に
複
雑
な
気
持
ち
や
ス
ト
レ

ス
を
抱
え
た
り
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う

か
と
、
今
で
も
心
配
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
よ
。

▲集いの場である倉庫２階のスペースでほほ笑む、
　光惠さんと保彦さん

佐々木　光惠さん（昼曽根）

本宮市市街地から車で約20分、阿武隈高原の里山に囲まれた白沢地区のご自宅を訪ねまし
た。母屋の奥に２階建ての倉庫があり、その２階が光惠さんや夫の保彦さん（第２号「平成
23年８月号」掲載）が訪問客を迎えたり、仕事をしたりする〝基地〟になっています。
現在、保彦さんは本宮市や大玉村に暮らす浪江町民でつくる「コスモス南達会」の会長とし
て、光惠さんは会の女子部であり、手仕事を中心に活動する「サークルりんどう」のお世話役
として活躍されています。

福島県
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平成23年３月11日に発生した東日本大震災、そし
て福島第一原子力発電所の事故により、町内全域に出
されていた避難指示は、平成29年３月31日に「帰還
困難区域」を除き解除されましたが、多くの浪江町民
は福島県内外に分散して避難生活を続けています。町
を取り巻く状況が徐々に変化する中で、町民の皆さん
がどのような思いで生活し、ふるさとへの思いを抱い
ているのか。
〝浪江のこころプロジェクト〟は、町民の皆さんの
声を「浪江のこころ通信（※1）」を通してお届けし、
皆さんの思いや暮らしぶりを発信・共有しようとする
ものです。
一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアム

（※2）が中心となり、全国各地のＮＰＯ、大学などの
皆さんが取材を進め、浪江町と連携し「浪江のこころ
通信」を編集・発行しています。

※１　浪江のこころ通信は、町民の皆さんがお話しした「ここ
ろ」を伝えることを大切にするため、取材者が聞き取っ
てまとめた原稿をほぼ原文のままで掲載しています。

※２　一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアムは、大
学、ＮＰＯ、企業、経済団体、行政などが連携したコ
ミュニティ支援ネットワーク。仙台が本拠地。

● 第109号 ●

「浪江のこころ通信／第109号」への
感想をお寄せください。

　【連絡先】〒979－1592 
　　　　　 浪江町大字幾世橋字六反田7番地2

　　「浪江のこころ通信」宛て
　　　　　　　　　 FAX0240（34）4593

�����������	�	����

1830

差出有効期限
令和３年
3月31日まで
有効

料金受取人払郵便

原町局
承認

郵　便　は　が　き

9 7 9 1 5 9 0

福島県双葉郡浪江町大字幾世橋
字六反田７番地２

浪江町役場　企画財政課
　「広報なみえ」担当　

行
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編集・発行　福島県浪江町役場企画財政課広報 №654

　・　教育委員会事務局子育て支援係　　0240（34）0252

●応募資格（モデル）
小学校６年生以下で浪江町に住民登録がある人（平
成23年３月11日時点で浪江町に住民登録があった
人を含む）。なお、応募者の資格は問いません。
●応募サイズ
キャビネ判（２Ｌ判）またはデジタルデータ（５メガ
バイト以下）。なお、写真館で撮影した写真、合
成・加工した写真（サイズ変更のみは可）は対象外
です。また、写真を印刷する際にサイズを変更する
場合があります。

●応募方法
必要事項を記入の上、応募先に提出してください。
なお、応募作品は返却しません。

【必要事項】
作品の①タイトル②コメント、応募者の③現住所④
氏名⑤モデルとの関係⑥電話番号、モデルの⑦浪江
町の住所⑧氏名⑨生年月日⑩年齢

【応募先】
・窓口、郵送…写真（裏面）に必要事項を記入。
《窓口》子育て支援係、二本松事務所、各出張所

《郵送先》〒979－1592 浪江町大字幾世橋
　字六反田7番地2（教育委員会事務局子育て支援係）

・メール…応募専用アドレス
（　 namie-photo@town.namie.lg.jp）に写真添付の
上、メール本文に必要事項を記入。

●応募期限　８月28日（金）
●賞　　品
・うけどんグッズ（最優秀賞１人、優秀賞２人、特別賞
２人、すてきな笑顔で賞10人）

・応募作品を転写したオリジナルマグカップ（参加賞）
●審査結果発表
《入賞作品》広報なみえ、町ホームページに掲載
《応募作品》浪江町役場本庁舎１階ロビーに展示
※応募は一人につき１作品、モデル一人につき１回としま
す。応募にあたり、モデルの肖像権の承諾を親権者から
得てください。また、町は入賞作品を無償で使用する権
利を有し、応募後の作品に関する著作権は、町に帰属す
るものとします。なお、撮影者の住所、氏名などを使用
する場合以外に、応募者・撮影者に関する個人情報は使
用しません。

なかよく みんな えがおで
第10回 こどもの笑顔フォトコンテスト
今年も「こどもの笑顔フォトコンテスト」を開催します。たくさんの〝笑顔〟をお待ちしています。

作品募集中作品募集中作品募集中
第９回

　最優秀賞！
第９回

　最優秀賞！
第９回

　最優秀賞！
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